
京
都
府
摩
學
稜
會
祉
の
仕
法
に
就
い
て

寺
　
尾

宏
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
し
が
き

　
漕
に
「
明
治
初
年
京
都
府
に
於
け
る
小
勢
稜
の
建
管
維
持
に
就
い
て
」
な
る
拙
稿
を
「
就
會
纒
濟
史
類
」
第
五
悲
七

七
に
載
せ
た
が
、
之
は
京
都
府
鷹
製
品
の
平
字
關
係
書
類
を
基
と
し
て
、
全
國
に
魁
け
て
組
織
的
小
話
校
設
立
を
な
し

移
丁
零
京
都
の
車
並
び
に
郡
肇
羅
の
牛
糞
方
面
を
善
し
垂
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
岡

其
史
料
の
性
質
上
、
法
禽
的
で
あ
っ
て
、
其
實
際
・
運
用
の
方
面
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
Q
其

後
管
見
の
中
に
、
幾
分
之
を
補
ひ
得
る
も
の
を
獲
た
が
故
に
、
再
び
こ
の
小
論
を
難
し
た
○
固
よ
り
前
稿
の
補
遣
的
の

役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
説
明
の
重
複
々
避
け
た
所
が
あ
る
か
ら
、
前
稿
の
繋
累
冷
賜
は
ら
ば
幸
甚
と
す
る
。
爾
京

都
府
小
學
校
の
全
般
的
論
述
は
大
久
保
利
謙
氏
の
「
明
治
二
年
京
都
に
於
け
る
小
酌
校
の
設
立
に
就
い
て
」
（
「
冠
．
會
経

濟
由
失
學
」
第
四
憲
五
よ
ハ
・
七
號
）
が
存
す
る
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
小
學
綾
配
分
墓
立
現
米
の
運
用
法

　
京
都
府
が
小
男
稜
設
立
の
趣
旨
の
徹
底
を
明
り
て
達
を
出
し
た
の
は
明
治
元
年
十
一
月
二
十
日
で
あ
る
が
、
更
に
十

　
　
　
　
京
都
廠
小
學
校
會
祉
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
㎜
一
一



　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
輔
導
靴
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
雀
　
第
一
競
　
　
　
一
一
二

　一

雌
�
¥
六
日
に
再
び
之
を
な
し
た
。
此
の
再
度
の
達
に
よ
り
て
雁
垂
・
維
持
の
方
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
維
持
は

府
民
の
カ
に
侯
た
ん
と
し
、
竈
別
出
金
に
よ
り
て
経
常
費
拮
毘
を
目
論
ん
だ
が
、
毒
婦
の
み
に
て
は
拗
博
し
難
く
、
且
難

軍
人
よ
り
の
徴
牧
は
困
難
で
あ
る
爲
に
、
設
立
維
持
の
基
本
並
に
助
成
の
意
味
を
以
て
、
元
年
十
月
・
十
｝
月
の
二
回

に
現
米
六
千
三
百
五
十
石
を
下
附
し
、
各
町
組
に
分
配
す
る
事
に
し
た
の
で
あ
る
。
之
を
俗
に
御
下
ケ
米
と
帯
し
、
各

町
組
中
百
石
を
得
て
之
を
永
世
維
持
の
資
本
と
な
す
事
と
な
っ
た
。
之
に
つ
い
て
十
一
月
二
十
六
日
の
達
の
中
に
「
爾
…

々
下
渡
米
ハ
打
合
之
、
基
立
米
と
し
て
中
副
年
寄
曾
庶
中
關
係
融
通
し
、
右
下
閉
校
入
費
と
し
て
孚
季
壷
歩
（
○
筆
活

註
、
寵
瑚
躍
金
）
之
出
來
将
相
調
難
澁
人
之
出
金
、
可
成
丈
ケ
相
除
キ
、
右
會
肚
之
融
通
を
以
相
績
、
永
世
産
業
興
隆
之

富
纏
憶
鑑
を
罫
書
・
事
」
と
云
っ
て
み
る
の
で
の
る
。
師
ち
小
事
と
は
、
馨
並
び
旨
治
行
政
を
管
享
働

る
も
の
で
あ
り
、
小
學
校
會
肚
は
そ
の
事
業
を
途
行
せ
し
む
る
爲
に
維
持
を
留
る
も
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
と
な
っ
て

み
る
。
さ
れ
ば
小
學
校
と
小
母
・
髄
質
肚
と
は
異
繕
同
膿
で
あ
る
。
故
に
小
上
世
へ
配
分
さ
れ
淀
る
里
勝
米
は
、
之
を
小

、
學
校
會
肚
が
當
然
に
蓮
用
仁
當
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
然
ら
ば
之
を
如
何
に
重
用
し
た
か
、
下
京
拾
戴
番
組
鷲
頭
町
の
之
に
關
す
る
記
録
を
以
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
先
づ

第
一
回
の
現
米
分
配
に
關
す
る
も
の
は
「
小
陰
稜
御
遊
米
配
分
名
前
帳
」
と
標
題
さ
れ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
を

次
に
掲
出
す
る
。

御
有
令
書
霧



一
今
般
市
中
小
昆
産
業
一
町
組
限
り
引
立
皇
家
星
羅
識
細
塵
、
町
組
内
篤
志
愚
者
申
合
、
組
々
小
弓
校
綿
密
會
肚
申
結
ひ
、
互
二
扶

　
坐
す
る
の
仕
法
相
中
候
向
も
有
之
、
其
志
可
感
賞
事
也
、
就
而
者
當
府
ず
玄
米
三
千
百
五
拾
石
市
中
小
鎚
骨
六
拾
三
ヶ
所
江
配
分

　
備
置
候
條
、
右
ヲ
基
立
と
し
て
中
暦
年
害
會
豊
中
關
係
融
通
し
、
永
世
産
業
を
興
隆
し
、
富
殖
本
妻
之
道
ヲ
開
く
へ
き
事

　
　
君
之
通
市
申
諸
町
組
江
相
達
者
也

　
　
　
＋
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
府

右
御
布
令
之
通

　
U
玄
米
　
五
拾
石

御
備
米
配
分
之
儀
、
町
割
仕
候
慮
、
小
町
四
町
有
之
候
間
、
此
分
試
町
宛
兼
帯
相
成
候
聞
、
拾
八
町
二
割

堂
町
二
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅

　
　
玄
米
　
武
石
七
斗
七
升
七
合
七
勺
七
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
も

　
　
　
是
ヲ
晦
軒
役
二
割
蒜
仕
、
月
々
堂
石
二
重
萱
升
宛
利
米
差
出
申
候
事

　
　
則
五
拾
堂
軒
役
二
劇

　
登
軒
役
二
付

　
　
玄
米
　
　
五
升
閲
四
A
口
㎜
四
・
勺
六
↓
イ
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ

右
之
通
配
分
二
相
細
米
得
共
、
カ
ン
有
之
野
間
、
萱
町
分
玄
米
武
石
五
斗
七
升
配
當
仕
候
、
夫
ヲ
白
米
相
組
し
、
割
拠
仕
候
ハ
・
白

米
二
而
登
軒
役
二
付
、
四
升
八
合
七
勺
武
才
三
五
宛
二
相
當
リ
申
候
事

　
朗
治
二
三
年
十
二
月
壮
三
日

　
　
　
　
　
　
×
　
　
：
×
　
　
　
　
×

　
　
　
京
都
府
小
學
校
曾
歳
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
・
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
一
三



　
京
都
府
小
學
校
會
、
祉
の
仕
法
に
就
い
て

　
玄
米
二
而
之
割
方
左
之
．
通

三
軒
牛
役

一
脇
皿
斗
九
升
山
ハ
勺
一
ニ
ォ

登
　
三
役

一
五
升
四
ム
ロ
四
・
勺
六
才
六

凱
軒
　
役

一
登
斗
八
合
九
勺
三
才

四
　
軒
　
役

一
拭
斗
萱
升
七
合
八
勺
七
才

山
城
屋
布
太
郎
㊥

山
城
屋
満
津
㊥

山
城
屋
　
美
津
㊥

　
　
　
　
　
十
文
字
屋
吉
軍
術
門
㊥

（
以
下
三
十
五
項
省
略
）

箪
、
二
†
，
二
巻
　
策
一
號
　
　
　
一
｝
瞬

（u勢

　
　
　
　
右
之
通
二
御
座
候

　
第
一
二
項
米
分
配
が
明
治
元
年
十
月
に
達
せ
ら
れ
た
る
に
、
細
砂
に
之
が
分
與
さ
れ
た
の
は
翌
二
年
十
二
月
で
あ
っ

た
も
の
、
如
ぐ
で
あ
る
。
之
は
下
京
第
十
二
番
組
小
學
校
の
開
稜
が
、
同
二
年
十
月
六
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
開
式
成

っ
て
始
め
て
之
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
該
稜
は
學
逼
改
組
し
て
下
京
第
十
四
匠
露
な
つ
た
現
在
の
永
松
綾
で
あ
る
。

兎
も
あ
れ
、
乗
輿
さ
れ
た
玄
米
五
十
石
は
、
五
拾
壷
軒
役
を
有
・
す
る
離
頭
町
三
十
九
戸
に
武
石
七
斗
七
升
除
を
再
分
割

し
て
輿
へ
ら
れ
た
。
然
し
そ
の
目
的
と
す
る
所
は
小
學
校
維
持
の
基
立
と
な
す
に
あ
る
。
假
令
永
世
産
業
興
隆
、
賑
櫨

云
々
と
は
云
へ
、
か
く
て
維
持
の
目
的
に
串
つ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
實
質
は
一
種
の
強
鋼
貸
付
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の



胃
腔
は
『
月
々
壷
石
手
付
壼
升
』
と
あ
る
か
ら
、
月
登
歩
の
割
に
な
り
ト
年
三
罰
武
分
に
相
帯
す
る
。
歌
島
役
と
は
登

戸
に
封
ず
る
標
準
課
役
で
あ
り
、
そ
の
家
の
貧
富
に
よ
り
て
増
減
す
る
。
帥
ち
大
家
に
は
三
軒
役
・
四
軒
役
あ
り
、
小

な
る
所
に
は
七
分
五
厘
役
・
宇
駐
屯
と
す
る
。
船
頭
町
に
て
は
、
四
軒
役
一
戸
、
三
軒
町
役
一
戸
、
三
軒
役
二
戸
、
二

軒
二
分
五
厘
役
一
戸
、
二
軒
役
三
戸
、
　
一
軒
宇
役
＝
戸
、
　
一
軒
役
二
十
五
戸
、
七
分
五
厘
役
ご
戸
、
孚
世
運
四
戸
で
あ

っ
た
。

　
第
こ
回
の
立
米
分
配
の
記
鋒
も
同
様
「
小
広
校
御
備
米
配
分
名
前
帳
」
と
標
題
さ
れ
て
、
記
載
も
第
一
回
の
そ
れ
と

同
様
で
あ
る
。
第
二
回
の
野
禽
は
、
前
稿
に
も
引
冊
さ
れ
て
あ
る
か
ら
之
を
省
罪
す
る
。
而
し
て
現
米
は
『
午
二
月
朔

日
御
下
渡
』
と
写
れ
て
ゐ
・
賀
明
治
元
年
＋
一
月
の
も
の
が
、
三
年
云
に
籐
に
配
蒙
れ
た
の
で
あ
・
。
醐

　
　
　
一
玄
米
　
五
拾
石

　
　
御
備
米
配
分
之
儀
、
町
割
二
二
候
庭
、
小
町
四
町
有
之
候
問
、
此
分
武
憩
流
兼
帯
相
成
候
間
、
拾
八
町
二
割
、

　
　
　
萱
町
二
付
、
玄
米
　
試
石
七
斗
七
升
七
合
七
勺
七
才

　
　
右
配
分
之
玄
米
金
三
拾
爾
二
費
携
、
金
子
二
而
軒
役
干
割
袴
仕
、
月
々
讃
談
二
士
登
升
平
、
利
米
差
出
申
芸
事

　
　
　
則
金
三
拾
爾
也

　
　
　
是
ヲ
五
拾
堂
軒
役
二
罰

　
　
壷
聾
役
に
付

　
　
　
金
拭
歩
登
朱
ト
武
百
文
宛

　
　
明
治
三
午
年
二
月
五
日

　
　
　
　
京
都
府
小
台
校
會
耽
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
二
十
二
巻
第
一
號
　
　
一
一
五



　
　
　
　
　
京
都
府
虜
學
校
會
祉
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
二
巷
第
一
號
　
　
一
一
六

　
　
（
附
箋
）
右
軒
役
に
割
腔
仕
候
ハ
・
、
少
々
残
リ
金
御
座
候
得
業
、
前
々
御
下
米
之
節
白
米
二
而
割
付
節
、
カ
ン
戴
立
候
二
巴
、
白
米

　
　
　
　
　
相
調
候
開
其
代
銭
二
致
置
候
事

　
　
　
　
’
割
方
左
之
通

　
　
　
三
軒
年
役

　
　
一
金
壼
爾
三
分
三
朱
ト
萱
貫
拾
武
文
　
　
　
　
　
　
　
山
城
屋
市
太
郎
㊥

　
　
　
堂
　
軒
役

　
　
一
金
武
歩
堂
朱
ト
武
百
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
城
屋
　
満
津
㊥

　
　
　
武
軒
役

　
　
蚕
需
棊
ト
四
三
　
　
　
　
山
城
屋
羨
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
均

　
　
　
四
軒
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
↓
金
武
爾
堂
歩
ト
八
百
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
文
字
屋
吉
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
三
十
五
項
省
略
）

　
　
　
　
冶
之
通
二
御
座
候

　
第
二
回
の
各
戸
配
分
は
金
に
換
へ
て
行
っ
た
事
が
明
瞭
と
な
り
、
思
為
七
斗
籐
を
三
十
爾
と
な
し
て
み
る
か
ら
、
下

京
第
十
二
番
組
に
て
は
約
五
六
百
爾
…
と
な
る
課
で
あ
る
。
前
稿
に
於
て
私
は
一
石
十
爾
…
の
割
は
過
當
で
は
な
か
ら
う
か

と
述
べ
た
が
、
事
實
之
が
行
は
れ
て
る
る
。
そ
の
高
下
な
り
し
理
由
の
一
に
、
明
治
元
・
二
年
の
凶
作
が
存
す
る
の
で

あ
ら
う
。
．
、
か
く
第
一
回
・
第
二
回
を
通
じ
て
各
校
に
約
千
王
覇
の
基
立
と
な
る
べ
き
も
の
が
配
分
さ
れ
、
最
も
春
心
な



る
べ
き
貸
付
が
行
は
れ
て
利
殖
が
圖
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
か
ら
、
小
輩
校
そ
れ
自
殺
に
於
て
維
持
さ
れ
る
見
込
が
つ
い

た
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
實
際
に
於
て
は
小
里
稜
會
歴
の
鞍
掌
す
る
所
で
あ
る
。
省
此
仁
者
の
記
録
中
、
『
ヵ
ン
』
と
あ
る

は
精
自
の
際
の
鳩
減
り
を
云
ふ
の
で
歓
米
の
謂
で
あ
ら
う
。
そ
の
精
白
の
際
の
み
な
ら
す
、
貯
藏
の
際
に
於
け
る
虫

喰
・
鼠
喰
、
又
量
り
．
減
り
等
を
飲
減
米
、
，
映
米
と
稽
し
て
み
る
。

　
更
に
問
題
は
、
何
時
ま
で
此
の
御
下
米
の
利
殖
が
圖
ら
れ
た
か
に
あ
る
。
最
近
筆
者
の
入
手
し
た
る
下
京
廿
四
番
組

三
吉
町
の
「
小
事
校
會
杜
備
米
金
請
取
帳
」
な
る
明
治
三
年
・
七
月
よ
り
書
織
記
鎌
に
物
語
る
所
が
あ
る
Q
此
の
下
京
廿
・

四
番
組
小
學
校
は
後
、
下
京
七
塵
と
な
り
太
元
校
と
讃
し
、
現
在
の
有
半
校
に
當
る
Q

　
　
　
小
學
校
會
赴
御
備
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
一
黒
光
甲
拾
六
倭
　
　
此
升
四
石
六
斗
四
升

　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
萱
石
二
付
　
，
　
金
拾
雨
戴
分
償

　
　
　
此
金
四
拾
八
爾
就
…
分
三
朱
ト
銭
三
百
廿
五
文

　
　
　
　
右
三
拾
軒
役
割

　
　
　
堂
軒
役
二
付
　
金
萱
爾
武
分
凱
朱
ツ
・
　
貸
附

　
　
　
　
　
　
此
利
一
ケ
月
二
付
　
銭
武
百
四
拾
四
文
ツ
・

　
　
導
者
千
慮
壁
書
積
立
金
町
中
主
借
金
之
内
槌
二
預
リ
申
虚
實
正
也
、
然
上
雪
月
侮
二
食
分
牟
之
利
足
相
立
濡
濡
候
、
尤
元
金
之
儀
春

　
　
會
肚
御
用
之
節
、
何
時
二
而
も
無
邊
滞
急
度
返
辮
可
署
長
、
爲
後
日
預
リ
申
謹
機
器
而
難
件

　
　
　
明
治
三
庚
午
年
七
月

　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
狡
會
証
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
ご
巻
　
第
…
號
　
　
…
一
七



　
　
　
　
京
都
府
小
墨
校
會
祉
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
二
十
二
磐
　
第
一
瀧
　
　
　
一
…
八

　
以
上
を
前
書
と
し
て
『
右
之
遮
り
承
知
仕
候
蓮
印
左
海
事
』
と
し
て
、
六
軒
役
一
入
・
四
軒
役
二
人
・
三
軒
役
一
入
・
二

軒
役
一
入
・
一
軒
役
十
一
人
、
計
三
十
軒
役
十
⊥
八
人
が
預
り
書
の
畳
を
連
署
連
印
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
返
却

濟
の
所
を
抹
消
し
て
み
る
外
、
軒
役
を
改
め
た
も
の
も
存
す
る
。
返
却
濟
の
も
の
に
年
月
の
記
し
た
も
の
も
無
い
の
も

あ
る
が
、
松
屋
太
兵
衛
は
明
治
九
年
九
月
二
十
七
日
返
毒
し
、
中
川
寡
言
治
は
明
治
十
年
十
二
月
二
十
六
日
返
戻
の
旨

が
見
え
る
。
帥
ち
一
律
に
返
却
せ
し
め
た
も
の
で
は
な
く
、
随
時
返
却
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
更
に
本
冊
の
末
尾
の
方
に
、
新
し
く
貸
付
し
た
覧
書
が
あ
る
。
梶
原
伊
入
に
金
壼
圓
六
拾
戴
銭
五
厘
を
九
年
四
月
に

貸
付
け
、
松
島
榮
助
に
同
額
を
同
じ
く
九
年
五
月
に
貸
付
け
た
。
此
の
金
額
は
一
軒
役
の
一
爾
二
分
二
朱
の
換
算
額
に

相
姦
し
、
此
爾
人
は
恐
ら
く
同
じ
町
内
で
あ
っ
た
ら
う
。
利
子
は
梶
原
は
一
ケ
月
路
銭
四
厘
四
毛
、
松
島
は
銭
二
百
四
　
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

十
四
交
と
記
し
て
あ
る
が
、
苗
印
を
墨
筆
で
抹
溝
し
た
所
を
見
る
と
、
や
が
て
返
濟
し
た
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。

特
に
注
目
さ
る
べ
き
も
の
に
左
の
如
き
が
あ
る
。

　
　
一
金
堂
圓
六
十
武
銭
五
厘
　
此
利
子
堂
ク
月
二
付
　
萱
銭
六
厘
ツ
・

　
　
右
之
通
正
二
預
リ
申
候
實
正
也
、
御
沙
汰
之
軍
職
何
時
二
腰
輿
返
却
致
候
也

　
　
　
明
治
九
年
九
月
世
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
｛
石
郡
第
脇
暴
随
士
旦
出
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
芳
春
㊥

　
即
ち
此
の
貸
赫
は
管
外
の
も
の
で
あ
る
。
　
一
般
に
明
治
初
年
の
か
、
る
種
類
の
貸
付
の
場
合
、
管
外
は
利
点
が
高
い



の
に
之
が
低
い
特
徴
が
存
す
る
が
、
此
の
理
由
は
知
る
を
得
な
い
。
之
も
謹
印
が
抹
游
さ
れ
て
る
る
。

　
以
王
に
よ
っ
て
、
小
學
稜
へ
配
分
せ
る
も
の
が
明
治
十
年
頃
ま
で
存
綾
さ
れ
て
る
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
と
、

此
の
下
渡
米
を
元
資
と
す
る
小
學
豊
里
祇
の
融
通
仕
法
の
一
に
、
各
町
内
に
再
分
配
し
て
、
町
を
し
て
貸
付
け
さ
せ
た

黙
が
ほ
や
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
之
が
随
時
返
濟
せ
し
め
、
更
に
之
を
新
規
貸
付
の
方
法
を
探
っ
た
事
も
知

り
得
た
。
し
か
し
本
笛
に
説
く
所
は
、
下
渡
米
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
）
、
小
脳
校
會
祇
は
之
の
み
に
よ
っ
て
小
學

校
維
持
を
撃
つ
た
も
の
で
な
い
。
此
の
外
、
寄
附
を
受
付
け
、
或
は
有
志
者
よ
り
金
圓
を
預
り
て
利
子
を
支
彿
ひ
、
之

を
よ
り
高
率
に
貸
付
け
る
等
、
銀
行
業
の
機
能
を
登
即
し
て
み
る
。
此
等
の
黙
を
次
飾
以
下
に
お
い
て
述
べ
る
事
に
す

る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
小
學
綾
會
魁
仕
法
帳

　
京
都
府
小
學
綾
は
そ
の
経
螢
を
該
組
の
小
事
頭
金
就
に
行
は
し
め
た
事
は
、
「
京
都
小
糠
五
十
年
史
」
所
牧
の
關
口
秀

範
氏
「
聞
採
録
」
及
び
前
記
大
久
保
氏
論
稿
に
も
鯛
れ
ら
れ
て
る
る
が
、
今
度
新
た
に
そ
の
運
用
の
方
法
を
明
察
せ
し

む
べ
き
仕
法
書
を
得
て
一
層
そ
の
内
容
を
詳
か
に
す
る
事
が
幾
來
た
。
よ
っ
て
之
を
次
に
録
一
疋
す
る
。
同
じ
一
下
京
十

二
番
組
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
下
京
拾
凱
番
組
會
社
仕
法
帳

　
　
　
　
乍
恐
日
上
書

　
　
　
　
京
下
府
小
墨
校
會
祉
の
仕
法
に
俄
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
ご
巻
　
第
一
撃
　
　
コ
九



　
　
　
京
都
府
小
乱
校
會
甦
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
二
〇

扁
先
般
難
有
御
趣
意
を
以
、
小
學
校
量
御
母
誓
言
成
下
、
其
上
右
建
管
二
付
御
金
八
百
爾
御
下
川
漁
成
下
内
灘
高
四
百
学
者
組
中
江

　
墜
下
置
、
残
り
牛
高
地
利
足
拾
グ
年
賦
二
返
上
納
之
儀
御
側
届
被
成
下
、
冥
加
至
極
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
虚
猫
叉
此
後
右

　
小
繋
校
所
永
績
方
響
儀
締
付
、
種
々
難
有
史
仰
出
奉
言
承
候
二
付
、
組
中
同
志
之
者
共
申
談
、
赴
を
取
結
、
別
番
名
前
帳
面
前
條

　
仕
法
書
之
通
、
小
畢
翌
週
績
方
響
組
中
救
難
も
の
助
成
方
、
且
野
中
互
ひ
二
虫
合
候
仕
法
相
立
候
、
右
二
付
而
者
御
上
檬
奉
蒙

　
御
仁
恵
居
候
而
者
同
志
一
同
誠
二
以
奉
恐
縮
候
思
付
、
前
罪
拝
借
御
金
毎
年
十
一
月
奉
上
納
候
、
小
里
校
御
建
輝
輝
御
冥
加
拾
ク

　
年
之
間
、
年
々
金
拾
五
爾
ッ
・
奉
献
納
申
度
単
願
上
候
、
御
慈
悲
二
選
塗
壁
御
製
属
被
成
下
墨
袋
者
、
難
認
可
奉
藩
候
　
以
上

　
　
仕
法
書

一
金
武
千
拾
七
爾
　
　
　
有
志
一
統
出
金
基
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
但
U
ケ
月
金
拾
爾
二
付
金
試
朱
利
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

登
ク
年
利
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

金
三
百
試
爾
凱
歩
萱
朱

　
内
　
金
百
八
拾
雨

　
　
　
　
金
四
拾
爾

　
　
　
　
金
拾
五
爾

　
　
　
　
金
七
爾
武
歩

永
七
文
牟

　
　
小
學
校
入
養
手
當

　
　
拝
借
金
上
納

　
　
御
冥
加
金
上
納

　
　
入
學
出
精
之
児
童
江
褒
美
手
金

　
　
　
　
金
六
拾
爾
堂
朱
永
七
文
牟
窮
民
助
成
手
當

右
之
通
仕
法
蒸
立
候
二
軍
而
者
、
自
今
腔
中
江
金
子
預
ケ
呉
羅
は
裏
表
奪
取
書
粗
渡
シ
月
八
朱
之
利
足
を
差
造
、
商
用
元
手
金
借
用

願
出
土
曝
者
堂
分
♂
堂
分
一
之
利
足
取
之
貸
燈
シ
、
此
利
徳
を
細
螺
年
之
手
當
二
粗
備
申
事
、
此
段
御
呼
届
被
成
下
候
ハ
・
、
萬
幸



之
至
二
奉
存
候
以
上

　
明
治
威
巳
年
十
一
月

下
京
拾
武
番
組

　
　
　
中
年
寄

　
　
　
添
年
寄

植
村
儀
右
衛
門
㊥

北
村
利
右
衛
門
㊥

右
之
通
相
蓮
無
御
座
候
　
以
上

大
年
寄
　
杉
本
次
郎
兵
衛
㊥

京
都
御
政
府

　
此
の
願
が
京
都
府
に
よ
っ
て
、
聴
許
さ
れ
た
の
は
、
京
都
府
印
の
割
印
を
押
捺
さ
れ
た
符
箋
が
物
語
る
。
帥
ち
此
の
願

書
に
次
の
文
言
を
符
箋
を
以
て
書
加
へ
て
、
下
京
拾
武
番
組
に
差
回
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
願
之
趣
憩
妙
之
三
二
付
聞
届
候
、
冥
加
金
年
々
上
納
之
度
々
、
筆
墨
當
府
♂
其
組
小
廻
校
江
可
下
渡
僻
事

　
此
の
指
命
の
如
く
に
冥
加
金
は
再
度
小
學
稜
へ
下
附
さ
れ
た
が
、
笄
借
金
上
納
も
亦
や
が
て
免
除
さ
れ
る
に
至
っ
た

事
は
前
歯
に
於
て
論
述
し
た
。
但
し
そ
の
際
に
入
百
爾
の
建
築
費
と
花
譜
費
と
し
て
の
現
米
分
配
の
換
算
額
と
が
略
同

じ
く
な
る
が
そ
の
使
途
が
全
く
異
る
か
ら
、
史
料
の
上
で
明
ら
か
で
な
く
と
も
別
個
に
下
獄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う

と
述
べ
た
。
此
の
事
も
誌
面
の
仕
法
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
八
百
爾
の
孚
額
は
還
附
す
る
に
及
ば

す
、
四
百
爾
の
み
十
ケ
年
賦
に
て
還
納
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
ら
四
十
爾
が
拝
借
金
上
納
と
記
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
此
に
於
て
小
學
校
雨
冠
の
中
心
的
元
資
と
な
っ
た
も
の
に
御
下
渡
米
の
外
に
、
府
よ
め
下
附
さ
れ
た
建
螢
費
と
し
て

　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
會
概
の
仕
法
に
就
い
て
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巻
第
｝
號
　
　
；
二

（10．1　）



　
　
　
　
・
京
都
麿
小
三
校
愈
祉
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
一
二
こ

の
入
管
雨
の
潰
せ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
爾
者
の
本
質
的
相
異
に
つ
い
て
別
に
考
へ
る
所
が
あ
る

が
、
今
は
小
風
校
會
肚
の
機
能
・
仕
法
の
黙
か
ら
の
考
察
に
止
め
て
、
之
に
つ
い
て
は
近
く
稿
を
な
す
つ
も
う
で
あ

る
〇　

　
　
　
　
　
　
　
四
小
學
校
の
維
持
費

　
前
項
に
暴
げ
た
下
京
第
十
二
番
組
曲
學
稜
の
仕
法
書
の
中
に
、
金
六
十
爾
籐
を
窮
民
助
成
手
當
に
宛
て
、
み
る
。
當

時
小
輩
校
の
機
能
が
育
英
機
關
た
る
の
み
な
ち
す
、
倉
治
機
關
と
し
て
各
般
の
事
務
を
執
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
之
は
銑

に
詳
述
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
具
三
二
に
之
を
示
す
べ
き
一
吏
料
が
あ
る
。

　
　
　
　
謹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
一
金
三
爾
拭
歩
也

　
　
右
之
通
三
三
行
二
付
御
施
入
、
正
請
取
申
塵
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
明
治
三
篶
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
京
四
番
組
小
世
子
番
組
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檬

　
　
十
文
字
町
年
寄
利
兵
衛

　
帥
ち
米
施
行
の
講
取
書
で
あ
り
、
町
會
所
の
機
能
を
引
つ
い
だ
小
學
校
が
之
を
握
鳴
せ
る
を
明
に
し
よ
う
。
智
き
の

窮
民
助
成
と
關
聯
し
て
興
趣
が
あ
る
。
下
京
四
番
組
小
學
綾
は
日
彰
彰
（
家
名
階
松
校
）
の
前
身
で
あ
り
、
十
文
字
町
は

そ
の
組
に
属
し
、
柳
馬
場
通
り
を
中
心
と
し
錦
小
路
と
蛸
藥
師
通
と
に
挾
ま
れ
た
閣
を
云
ふ
。
．

　
此
の
下
京
四
番
組
小
學
校
の
設
立
に
曝
し
て
、
建
螢
費
の
出
金
に
關
す
る
も
の
を
次
に
爆
げ
て
、
前
稿
の
不
備
を
補



ひ
π
い
。

　
　
　
　
　
・
謹

　
　
　
一
金
拾
七
雨
武
歩
也

　
　
・
石
者
今
般
當
組
内
小
學
校
建
螢
諸
入
費
之
内
区
有
志
之
御
出
金
髄
二
塁
取
直
豪
富
如
件

　
　
　
明
治
二
巳
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
年
寄
　
　
遠
藤
彌
三
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
添
年
寄
　
　
市
田
　
理
八
㊥

　
　
＋
文
字
町
年
寄
次
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
議
事
者
衆
中

　
下
京
四
番
組
小
學
稜
は
二
年
六
月
二
十
日
に
開
か
れ
、
全
市
小
脳
稜
六
十
四
稜
中
、
逸
早
く
第
四
番
目
じ
豊
玉
さ
れ

た
。
此
の
出
金
は
次
郎
新
説
個
人
の
も
の
で
な
く
、
議
事
者
衆
中
と
併
記
さ
れ
て
み
る
黙
か
ら
、
前
代
の
面
癖
所
に
出

入
せ
る
年
寄
・
五
人
組
等
の
十
文
字
町
の
人
々
の
醸
金
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
尤
も
當
時
の
職
名
な
る
議
事
者

は
町
民
よ
り
選
任
せ
る
二
人
乃
至
三
入
の
町
役
人
に
て
、
町
役
人
は
他
に
年
寄
・
五
人
組
が
み
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し

開
校
せ
る
も
の
、
建
管
費
の
不
足
は
更
に
出
金
を
強
要
し
た
。
之
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
謹

　
　
　
一
金
五
爾
也

　
　
右
回
小
學
校
建
管
入
豊
不
足
二
付
、
有
志
之
再
資
槌
請
取
申
欝
欝
如
件

　
　
　
明
治
二
巳
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
年
寄
　
　
遠
藤
彌
三
郎
㊥

　
　
　
　
　
京
都
府
承
學
魚
群
甦
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
＝
一
三

（123）



．
京
都
府
小
學
校
倉
甦
の
維
法
に
就
い
て

第
二
十
二
巻
　
第
】
號
　
　
一
二
四

　
　
　
　
添
　
　
　
市
田
．
理
八
㊥

　
　
＋
文
字
町
年
寄
利
兵
衛
殿

　
が
残
さ
れ
て
み
る
。
但
し
建
螢
費
は
京
都
府
よ
り
全
部
下
馬
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
は
前
書
に
も
述
べ
た
如
く
で
あ

り
、
出
金
が
強
制
に
過
ぎ
た
弊
に
基
づ
い
て
み
る
。
よ
っ
て
之
は
出
金
者
に
返
還
せ
し
む
る
事
に
な
っ
た
。
但
し
眞
に

小
下
校
の
旨
趣
を
理
智
し
、
進
ん
で
出
金
の
志
あ
る
も
の
は
之
を
受
納
し
て
差
支
へ
な
し
と
指
命
し
て
み
る
。
十
文
字

町
よ
り
の
出
金
は
如
何
に
庭
置
さ
れ
た
か
之
は
明
ら
か
で
な
、
い
。

　
小
窯
校
維
持
費
は
民
間
鵠
沼
た
ら
し
め
る
事
は
設
立
當
初
か
ら
の
言
誤
で
あ
り
、
元
年
十
一
月
廿
日
の
設
立
旧
説

の
達
に
も
『
裏
家
住
居
之
者
も
借
家
住
居
思
者
も
、
国
訴
を
構
へ
朝
夕
の
煙
を
起
る
も
の
は
、
皆
牢
季
一
分
の
出
金
と

学
事
な
り
』
と
あ
っ
て
、
所
謂
竈
別
出
金
の
方
法
に
主
と
し
て
糠
ら
し
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
取
扱
上
の
問

題
、
師
ち
一
律
李
等
に
筆
記
を
徴
漏
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
は
前
置
に
も
論
述
し
た
が
、
準
則
と
し
て
は
志
野
に
家
持

廿
五
銭
、
表
借
家
拾
載
銭
五
厘
、
裏
借
家
六
銭
戴
厘
五
毛
の
徴
牧
と
し
、
そ
の
不
足
分
は
積
金
利
、
子
を
以
て
補
ふ
事

に
し
た
。
今
こ
の
例
を
下
京
八
轟
小
馬
稜
の
例
に
つ
い
て
求
め
る
。
下
京
入
匝
校
は
現
在
の
粟
田
校
で
、
も
と
下
京
二

十
五
番
組
に
起
し
て
み
た
。
燃
眉
改
正
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
明
治
八
年
一
月
の
も
の
で
、
木
版
を
以
て
刷
ら
れ
た

『
戸
別
集
金
之
蓮
』
と
表
面
に
表
は
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
裏
借
家
竈
別
月
割
　
　
金
武
銭
五
厘

（　1？，　il　）



　
　
　
購
腿
長
給
月
割
－
、
　
，
金
堂
銭
〇
五
毛

　
　
右
短
月
十
五
日
迄
可
差
出
事

　
　
　
（
明
治
九
年
一
月
改
　
戸
長
給
七
厘
）

　
　
（
堂
ク
月
分
合
）
　
　
　
　
西
海
子
町

　
　
　
（
金
五
銭
武
豊
五
毛
）
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
籍
兵
術

　
括
弧
内
は
後
の
改
正
に
よ
る
追
筆
で
あ
り
、
七
厘
増
加
を
示
す
。
西
海
子
町
は
落
雪
大
橋
の
束
、
東
山
通
り
に
近
き

奮
東
海
転
筋
の
一
町
名
で
あ
る
。
出
金
者
は
三
浦
嘉
兵
寝
た
る
事
云
ふ
迄
も
な
い
。
此
の
手
話
出
金
も
次
第
に
増
加
さ

れ
た
る
事
が
酒
男
さ
れ
、
裏
借
家
だ
り
と
錐
も
、
　
一
ケ
月
五
銭
武
厘
二
毛
を
徴
課
さ
れ
た
。
爾
こ
の
前
書
に
っ
“
い

て
、
　
一
よ
り
十
二
の
月
を
現
は
す
数
が
、
五
ヶ
年
分
刷
ら
れ
て
居
り
、
出
金
の
都
度
、
そ
の
月
に
単
字
の
印
が
押
さ
れ
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

て
る
お
。
此
の
麺
帳
は
二
年
三
月
分
ま
で
押
捺
さ
れ
て
居
b
、
十
年
三
月
迄
の
言
語
濟
を
示
し
て
み
た
。

　
荷
後
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
郡
部
に
於
け
る
學
盗
心
徴
牧
の
も
の
が
あ
る
。
伏
見
一
帯
師
ち
紀
伊
郡
の
そ
れ
で
鋳
蕩

版
を
以
て
町
村
総
代
に
通
達
せ
る
次
の
如
き
で
あ
る
。

　
　
學
校
費
今
般
議
會
二
於
テ
左
之
通
議
了
候
間
、
本
月
♂
毎
月
二
十
日
限
リ
差
出
韻
事

　
　
　
一
登
戸
二
付
　
金
七
銭
五
厘
宛

　
　
右
相
達
候
也

　
　
　
＋
七
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
長
役
揚
辮
早
旦
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
五
拾
ケ
町
聯
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
長
．
役
場
翻
印

　
　
総
代
御
中

　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
會
融
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
擁
　
　
一
二
五



　
　
　
　
鴫
献
都
府
小
思
㌶
伐
倫
昌
汎
肌
の
仕
法
に
就
い
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
飽
型
二
⊥
丁
こ
巻
　

第
｝
號
　
　
　
｝
こ
み
ハ

　
之
を
以
て
直
ち
に
市
郡
の
比
較
を
な
す
を
得
な
い
が
、
大
聖
一
律
に
七
銭
五
塵
を
諜
せ
ら
れ
る
の
は
、

に
比
し
て
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
は
し
め
る
。

　
此
等
竈
別
出
金
の
外
に
、
随
時
砲
金
あ
る
の
を
待
つ
た
こ
と
も
云
ふ
迄
も
な
い
。
例
へ
ば

市
中
の
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
第
十
七
組
魑
屋
町
　
　
市
原
　
喜
助

　
　
晶
共
、
…
狙
内
品
學
校
建
設
二
付
テ
国
入
椿
堂
育
之
御
侃
纒
音
櫛
ヲ
罷
勃
融
シ
、
巨
篇
學
校
資
金
五
拾
鏡
差
出
候
段
希
特
二
候
｛
畢

　
　
　
明
治
十
一
二
年
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
尽
　
都
　
　
府

　
と
あ
る
如
ぐ
で
あ
っ
た
。
第
十
七
一
概
學
稜
は
現
在
の
中
立
校
で
あ
る
が
、
此
の
種
随
時
の
獄
金
は
相
當
に
あ
り
、

金
蓮
甕
五
厘
か
椿
何
撃
手
讐
嚢
ん
需
・
。
殊
に
饗
ま
で
添
へ
て
る
・
の
は
物
曇
以
て
奪
、
之
岡

を
表
彰
す
る
に
際
し
て
金
銭
に
評
贋
し
た
爲
で
は
な
か
っ
た
か
。
京
都
小
耳
稜
の
最
も
早
き
開
稜
を
示
す
柳
襲
業
所
藏

の
明
治
初
頭
の
寄
附
名
前
帳
な
る
一
冊
に
は
多
く
此
の
眼
軸
が
記
さ
れ
て
ゐ
惹
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
小
學
校
會
魁
の
金
融
仕
法

　
京
都
府
小
學
校
の
維
持
に
於
て
ヤ
最
も
興
野
深
き
は
小
修
身
會
肚
の
仕
法
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
前
稿
に
於
て
、

も
、
亦
本
稿
の
當
初
に
之
に
つ
い
て
述
べ
た
。
前
稿
起
草
常
時
披
見
し
得
な
か
っ
た
關
ロ
秀
範
氏
の
「
愚
見
録
」
は
「
京

都
小
學
五
十
年
誌
」
に
牧
載
せ
ら
れ
て
あ
り
、
大
久
保
利
謙
氏
は
之
を
引
用
さ
れ
て
下
京
四
番
組
の
そ
れ
の
仕
法
を
明

ら
か
に
さ
れ
淀
。
そ
の
主
た
る
所
は



一
胱
中
雪
曇
之
義
者
銘
々
身
上
二
磨
シ
、

廉
々
扶
助
致
候
事

三
箇
年
之
問
月
々
積
立
金
出
金
、
十
三
箇
年
確
聞
積
置
、
其
利
ヲ
以
テ
基
立
二
致
、
左
之

　
と
い
ふ
に
あ
り
、
即
ち
三
ヶ
年
間
に
積
立
、
之
を
十
ヶ
年
据
畳
き
て
然
る
後
若
干
の
利
子
を
附
し
て
割
戻
し
、
そ
の

間
の
利
潤
を
基
金
と
し
て
之
に
よ
る
利
子
を
以
て
諸
般
の
事
業
の
使
途
と
な
し
た
。
此
の
黙
は
本
稿
の
下
京
悪
習
番
小

曲
校
會
肚
の
仕
法
書
の
鉄
を
補
ふ
で
あ
ら
う
。
序
を
以
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
下
京
四
番
組
に
て
は
中
年
寄
遠
藤
彌
三
郎
・

添
年
寄
市
田
理
八
の
聖
人
は
各
三
百
六
十
爾
宛
を
出
金
し
た
と
い
ふ
。
之
も
前
述
せ
る
大
文
字
町
の
出
金
の
場
合
と
甥

照
し
て
興
味
が
存
し
よ
う
。

然
し
小
綾
薯
の
篠
の
利
殖
の
撃
は
集
知
ら
れ
て
み
な
か
っ
た
。
幕
に
於
て
私
は
上
京
第
廿
二
組
小
岡

學
校
會
祉
の
貸
付
の
一
例
を
借
用
謹
を
暴
げ
て
紹
介
し
た
。
た
や
そ
の
小
誌
校
叢
書
の
金
融
機
關
と
し
て
何
時
ま
で
存

干
し
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
關
三
寸
の
叙
述
も
明
自
を
敏
く
。
私
は
兎
も
あ
れ
十
二
年
三
月
ま
で
は
確
謹
さ
れ
、
十
五

年
頃
ま
で
綴
綾
さ
れ
た
で
あ
ら
う
と
述
べ
た
。
然
し
よ
り
以
上
綴
績
ざ
れ
て
み
た
事
を
三
聖
に
す
る
史
料
を
得
た
。
京

都
帝
大
法
學
部
所
藏
に
係
為
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
小
芋
校
・
曾
歳
は
上
京
匠
第
三
拾
萱
組
の
そ
れ
で
あ
る
。
之
は
現
在
の
審
理
校
に
て
、
開
稜
は
二
年
九
月
廿
一
日

で
あ
っ
た
。
現
在
は
も
と
舎
密
局
の
あ
っ
た
夷
川
橋
西
詰
上
〃
に
あ
る
が
、
以
前
は
寺
町
二
條
東
北
角
、
帥
ち
妙
満
寺

の
上
隣
に
存
し
て
み
た
。
此
の
小
窯
稜
裏
芸
が
明
治
十
六
年
中
基
立
金
と
し
て
金
子
を
預
っ
て
運
用
し
て
み
た
事
書
を

　
　
　
　
京
都
、
府
小
學
佼
會
祉
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
選
一
號
　
　
一
二
七



　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
會
砒
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
一
二
八

先
づ
暴
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
預
り
金
謹
書

　
　
（
五
銭
牧
入
印
紙
「
枚
貼
付
、
會
肚
印
た
以
て
割
印
す
）

　
　
蟹
翫
穆
舞
＝
金
五
拾
圓
也
　
　
　
利
子
金
業
平

　
（
　
　
右
前
金
額
當
校
基
立
會
之
内
江
正
三
損
リ
申
言
慮
確
實
也
、
御
入
用
之
節
者
、
何
時
二
三
茂
返
却
可
汗
候
、
曾
爾
預
リ
金
鐙
書
如
件

　
　
　
朋
男
治
・
†
六
＃
†
十
↓
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
古
小
匝
第
一
二
拾
嵩
兄
組

　　　
　
　
　
第
四
十
九
號
（
朱
書
）

　　

@
前
回
霜
違
無
之
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
藤
木
町
と
は
寺
町
逓
竹
屋
町
東
南
、
新
烏
丸
通
ま
で
の
一
廓
…
の
町
名
で
あ
る
。
師
本
書
は
藤
木
町
よ
り
醸
出
せ
る
金

五
拾
圓
を
金
融
運
用
の
資
金
と
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
同
年
五
月
に
も
藤
木
町
有
志
の
組
織
せ
る
源
切
講
よ
り
講

金
百
五
拾
圓
を
同
様
資
金
の
爲
に
預
っ
て
み
た
。
、

　
　
　
　
謹

　
　
　
（
収
入
印
紙
七
枚
貼
付
、
五
銭
二
枚
一
銭
玉
枚
、
上
三
十
…
識
の
念
望
）

　
　
　
藁
金
登
百
五
拾
圓
也



右
之
金
額
脇
骨
基
督
金
之
内
江
正
二
預
リ
二
黒
、

　
明
仏
伽
・
†
六
㍍
†
五
月
五
日

御
入
用
之
節
ハ
、

何
時
ニ
チ
モ
黒
歯
シ
年
嵩
、
爲
後
日
預
り
謹
霜
露
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
第
掛
堂
組

　
　
藤
木
町

　
　
　
　
源
切
講
御
中

　
之
に
は
利
恋
†
は
明
示
し
て
な
い
が
、

ら
う
事
は
、
直
に
推
定
さ
れ
る
。

學
稜
會
就
の
貸
付
に
野
す
る
借
用
謹
書
を
見
る
事
が
出
漁
る
。

　
　
　
　
　
　
借
用
金
謹
書

　
　
（
牧
入
印
紙
四
枚
貼
付
、
十
銭
三
枚
、
五
銭
［
枚
、
借
用
主
等
の
連
印
に
て
割
印
）

　
　
　
一
金
参
百
五
拾
圓
也
　
　
利
子
金
月
四
圓
三
拾
七
銭
五
厘
定

　
　
腐
者
今
般
無
嫁
要
用
二
付
、

　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
會
鷲
の
仕
法
に
就
い
て

會

屑：

小上

學十

校番

　右

宅戸北内樋野小
間長村堀口村西
太　　　　仁
丘　全彦丘源徳
衛　 城七衛助二。＠　cgm　＠　igi）　（Ei｝　（ED

　
　
藤
木
町
金
の
預
り
と
同
じ
く
．
一
歩
で
あ
っ
た
ら
う
○

然
ら
ば
之
を
如
何
程
の
利
器
を
以
て
貸
付
け
だ
で
あ
ら
う
か
。 兵

　
衛
㊥

こ
の
一
歩
は
月
一
歩
で
あ

　
　
幸
ひ
に
し
て
同
じ
小

小
學
校
基
立
金
之
内
書
面
之
金
額
正
二
請
取
蓮
変
容
五
塵
確
實
也
、
返
濟
之
儀
者
、
本
年
七
月
壮
五
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
・
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
一
二
九

（129）



　
　
　
京
都
府
小
學
校
愈
祇
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
谷
　
第
…
號
　
　
　
一
三
〇

限
り
、
・
無
相
違
皆
濟
可
東
候
、
則
抵
當
左
三

　
上
京
医
第
試
拾
組
西
山
崎
町
拭
百
四
拾
番
地

　
　
第
六
十
九
號
（
朱
書
）

　
一
宅
地
　
　
堂
ク
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
有
主
　
　
山
本
治
三
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
地
雰
萱
通
相
渡
置
申
候

　
　
第
六
十
九
騨
燗
（
朱
書
）

　
右
地
所
二
在
之

　
叫
建
物
　
　
四
棟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
山
本
治
三
郎
㊥

　
同
腿
同
組
　
米
屋
町
試
百
七
拾
八
番
地

箪
五
桀
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
一
宅
地
　
　
堂
ヶ
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
有
主
　
　
山
本
治
三
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
地
券
堂
通
相
渡
し
置
申
候

　
　
第
四
十
五
號
（
朱
書
）

　
右
地
所
二
在
之

　
哺
建
物
　
　
五
棟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
山
本
治
三
郎
㊥

　
　
　
右
武
ケ
所
者
、
屋
根
惣
瓦
葺
天
井
敷
鴨
居
床
板
株
側
之
庇
雨
戸
廻
リ
附
属
品
在
糞
婆
儘
朱
引
國
顕
武
通
相
渡
し
置
申
候

右
第
堂
樹
果
野
風
書
入
置
掌
上
者
、
期
限
二
至
リ
返
濟
難
畠
単
蹄
者
、
擁
立
車
戸
賞
彿
、
墨
金
を
似
償
却
可
仕
者
勿
論
、
若
頁
彿
代

金
二
軍
不
足
相
立
候
ハ
・
、
連
帯
之
内
よ
り
別
金
を
以
無
二
元
利
共
無
相
違
皆
濟
可
仕
候
、
自
然
臨
時
御
金
御
入
用
之
節
者
、
期
月

二
不
拘
、
御
指
引
次
第
、
何
時
二
塁
茂
辮
償
可
仕
候
一
軍
亦
蓮
署
之
内
樋
替
等
在
之
候
者
、
跡
湘
…
綾
之
者
引
受
、
急
度
辣
償
仕
、
聯



　
　
御
損
難
相
掛
ケ
申
間
舖
候
、
爲
後
日
連
借
金
識
書
依
而
如
件

　
　
　
明
治
十
七
年
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
第
廿
組
西
山
崎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
治
　
三
　
郎
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
治
　
助
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
京
匿
第
三
組
姥
野
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
　
山
　
房
　
治
　
邸
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
京
九
組
上
小
川
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
忠
兵
衛
㊥

　
　
　
上
京
謳
第
三
拾
萱
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
小
學
校
會
祉
　
御
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
，
葡
書
之
通
所
有
相
蓮
無
之
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
長
　
　
樫
　
　
村
　
　
八
　
　
助
㊥

　
之
に
よ
っ
て
先
づ
利
傘
が
月
一
歩
二
厘
五
葬
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
り
、
前
掲
預
り
誰
に
比
較
し
、
そ
の
差
等
が

純
利
に
な
る
○
衣
に
借
用
者
が
町
組
を
異
に
す
る
瓢
が
指
摘
さ
れ
る
○
前
稿
に
重
げ
た
借
用
謹
に
於
て
は
借
用
主
が
同

じ
選
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
術
そ
れ
は
上
京
第
廿
載
組
小
學
校
粗
卑
で
あ
っ
た
が
、
肉
蝿
は
一
歩
五
厘
で
あ
り
、
各
組

に
よ
っ
て
利
拳
に
も
差
等
が
あ
っ
た
○

　
殊
に
本
謹
書
に
よ
っ
て
地
所
紙
駒
の
場
合
に
は
地
券
を
渡
し
て
置
く
事
も
知
ら
れ
る
。
傍
書
の
朱
書
の
番
號
は
、
地

券
・
三
面
管
理
番
號
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
兎
も
あ
れ
本
謹
書
に
よ
っ
て
小
學
校
會
就
が
明
治
十
七
年
二
月
ま

　
　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
愈
概
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
…
號
　
　
一
三
】



　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
愈
融
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錐
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
三
二

で
貸
付
を
行
っ
て
み
た
黙
が
明
・
臼
に
な
っ
た
Q

　
更
に
本
謹
書
に
は
麗
筆
が
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
本
貸
付
ご
件
の
経
過
を
知
る
興
味
あ
る
事
實
が
知
ら
れ
る
。
第
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
借
人
名
の
上
部
塞
臼
の
場
所
に
朱
肉
木
印
を
も
つ
て
押
捺
さ
れ
た
京
都
治
安
裁
判
所
の
印
が
あ
る
。
『
明
治
十
偉
績
勘

　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
第
六
六
六
五
號
、
明
治
歳
入
年
九
月
五
日
、
京
都
治
安
裁
鋼
所
』
と
讃
め
る
。
　
（
魍
黙
巨
朱
筆
た
以
て
認
入
図
る
も
の
）
而
し

て
裁
鋼
筆
の
下
に
認
印
が
あ
り
之
は
『
秀
直
』
と
あ
り
、
握
當
勃
事
の
名
で
あ
っ
た
と
…
推
察
さ
れ
る
。
本
誼
書
表
面
の

奥
、
左
下
隅
に
は
『
明
治
十
九
年
十
二
月
三
日
消
印
ス
』
と
朱
書
さ
れ
、
紙
質
物
件
の
上
の
割
印
が
『
清
』
の
黒
瀬
印

に
て
清
さ
れ
て
る
る
。
到
然
と
は
見
え
漁
が
消
印
の
下
の
割
印
は
、
小
戦
校
會
胤
印
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。

此
の
経
緯
は
謹
書
裏
面
に
記
さ
れ
た
る
朱
筆
の
次
の
丈
言
に
よ
っ
て
諒
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
Q

　
　
表
書
之
貸
主
、
上
京
涯
第
三
十
一
組
小
學
校
讐
祉
、
明
治
十
九
年
四
月
身
代
限
申
付
候
二
丁
、
此
謹
文
学
入
札
ヲ
以
テ
京
都
府
上
京

　
　
魑
第
三
＋
｝
組
馬
木
瞬
佐
々
木
源
七
へ
相
学
候
條
、
此
難
文
ノ
金
額
ハ
右
佐
々
木
源
七
へ
濟
雪
濠
候
上
、
其
通
當
裁
判
所
可
届
事

　
　
　
明
治
十
九
年
十
一
月
費
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
始
審
学
制
所
期

　
之
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
本
貸
付
は
期
日
た
る
明
治
十
七
年
七
月
こ
十
五
臓
に
至
る
も
皆
濟
さ
れ
な
か
っ
た
。
債
権
者

た
る
上
京
三
十
】
組
小
學
校
會
励
の
當
事
者
の
努
力
に
拘
ら
す
、
貸
金
は
回
牧
さ
れ
す
、
剰
へ
謹
書
丈
言
の
抵
當
物
件

の
責
挑
も
行
は
れ
す
、
荏
茜
H
を
過
ご
す
事
に
な
っ
た
Q
恐
ら
く
返
付
期
限
の
延
長
、
師
ち
貸
付
の
書
替
等
は
行
は
れ

な
か
つ
、
た
ら
し
い
。
（
沿
安
裁
判
班
が
始
審
裁
判
班
と
改
め
ら
れ
糞
年
刀
に
未
だ
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
。
）

（　13　・一）．．　）



　
と
こ
ろ
が
、
小
學
校
會
胤
そ
の
も
の
は
、
却
っ
て
預
り
金
の
債
務
に
於
て
不
履
行
を
な
し
、
債
樺
者
達
よ
り
破
産
の

訴
訟
を
提
起
さ
れ
て
了
っ
た
ら
し
い
。
本
一
件
に
て
示
す
如
く
に
貸
付
は
回
牧
さ
れ
す
、
利
子
の
取
立
も
行
は
れ
な
か

っ
た
も
の
、
如
く
で
あ
る
か
ら
、
債
樺
者
へ
の
小
學
稜
會
髄
そ
れ
自
身
の
利
子
も
滞
る
事
に
な
り
、
之
に
よ
っ
て
取
村

に
類
似
の
事
態
が
惹
超
し
た
ら
し
い
。
裁
決
は
結
局
身
代
限
り
と
な
っ
た
課
で
あ
る
。
時
に
明
治
十
九
年
四
月
で
あ
る

か
ら
、
此
の
時
ま
で
上
京
第
三
十
一
組
小
學
校
會
証
は
存
甚
し
た
の
で
あ
ら
う
。

　
そ
の
到
決
が
あ
っ
て
、
恐
ら
く
九
月
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
ら
う
、
此
の
小
情
景
子
心
へ
の
債
樺
者
に
よ
り
溜
分
が
行

は
れ
た
が
、
貸
付
の
未
濟
取
立
の
分
を
競
雫
入
札
せ
し
む
る
事
に
な
り
、
そ
の
結
果
本
一
件
は
雲
斎
内
の
藤
木
町
佐
々

木
源
七
悪
札
・
れ
・
・
と
毫
た
．
よ
っ
て
＋
万
昆
馨
を
佐
采
に
渡
・
れ
た
。
薬
町
は
前
記
這
の
圃

預
り
誰
に
よ
っ
て
も
相
論
の
大
口
債
構
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
の
丈
言
に
現
は
れ
た
如
く
に
、
連
借
人

等
が
こ
の
貸
付
一
件
に
於
け
る
小
羊
面
罵
就
に
代
る
新
債
樺
者
た
る
佐
々
木
源
七
に
、
抵
當
物
件
の
譲
渡
か
、
然
ら
ず

ん
ば
元
利
金
返
濟
か
に
よ
っ
て
落
着
を
途
げ
た
の
が
、
謹
書
表
面
の
消
印
の
時
日
た
る
明
治
十
九
年
十
二
月
三
日
で
あ
9

つ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
結
　
　
　
　
び

　
以
上
に
よ
っ
て
、
愚
稿
の
野
際
的
方
面
の
諸
例
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
小
學
綾
會
魁
の
仕
法
に
於

て
、
詳
言
の
下
京
四
番
組
小
學
校
會
杜
の
仕
法
書
よ
り
更
に
詳
密
な
る
も
の
を
得
た
。
つ
い
で
は
小
芋
綾
愚
論
の
存
寄

　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
會
…
臓
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
谷
　
第
一
號
　
　
　
コ
曇
二



　
　
　
　
京
都
府
小
學
校
倉
就
の
仕
法
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
三
四

期
間
が
、
明
治
十
九
年
ま
で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
み
る
。

　
而
か
も
そ
の
上
京
三
十
一
組
小
魚
校
會
斌
の
絡
末
が
、
關
ロ
秀
範
氏
の
「
聞
見
録
」
に
年
月
を
明
示
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
　
『
豫
期
の
功
果
を
牧
む
る
に
至
ら
す
し
て
中
途
解
散
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
他
の
町
組
の
會
胱
の
成
り
行
き

も
亦
大
同
小
異
で
あ
っ
た
ら
う
』
と
云
へ
る
如
く
に
、
結
局
は
貸
付
回
国
不
能
に
よ
っ
て
解
散
し
没
落
し
た
の
で
あ
っ

た
○
但
し
あ
る
時
期
に
於
て
は
、
三
曲
に
行
は
れ
》
利
殖
を
な
し
得
た
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
事
は
。
前
稿
に

説
い
た
上
京
第
廿
二
甚
小
學
稜
曾
説
は
そ
の
小
學
綾
た
る
現
在
の
春
日
校
の
移
縛
建
築
に
輿
っ
て
力
あ
h
・
、
下
京
四
組

小
野
校
た
る
日
彰
校
（
書
名
階
松
校
）
の
明
治
五
年
の
校
舎
翠
黛
新
築
費
約
七
千
圓
が
會
嵐
よ
り
．
一
時
支
畠
さ
れ
て
る

た
と
關
罠
が
語
っ
て
ゐ
・
に
徴
せ
ら
れ
る
で
あ
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
既
の
小
繋
校
離
脱
に
代
り
、
如
何
に
學
匿
経
濟
、
撃
ち
小
學
校
維
持
が
行
は
れ
た
か
は
別
に
陳
べ
る
機
工
を
得
た
く

思
ふ
。
，
街
本
稿
に
引
用
せ
る
史
料
は
京
都
帝
大
法
學
部
の
外
、
淺
井
安
次
郎
・
柴
田
信
太
郎
・
鳥
居
三
七
男
・
前
田
吉

三
郎
諸
氏
の
所
課
に
係
り
、
昭
和
十
一
年
十
月
中
旬
に
京
都
市
公
田
組
合
展
覧
曾
に
出
陳
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寓

目
の
機
會
を
與
へ
ら
れ
た
京
都
市
磨
庶
務
課
・
公
同
組
合
聯
合
會
並
び
に
所
藏
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
一
・
十
・
十
五
稿
、
同
・
十
　
・
二
九
、
補
訂
）


